
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

概要版 

大原校区社会福祉協議会 
〒807-0072 北九州市八幡西区上上津役 3-21-21 

大原市民センター内 

TEL 093-612-6914  FAX 093-612-6915 
 

お問合せ 

2024 

大原校区 第一次 

ふくしのまちづくり計画 

2028 

世代を超えて支え合い 

笑顔あふれる まちづくり 

 

「ちょこボラさん」大募集中❕ 

大原校区では、誰もが住み慣れたところで安心して暮らせるまちに 

したいと願い、さまざまな活動に取組んでいます。そこで、お手伝 

いいただけるかた、「ちょこボラさん」を募集しています。 

「ちょこっとだけ…」で大歓迎です❕いっしょに始めてみませんか？ 
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◆◆ ３つの基本目標とその取り組み ◆◆ 

３ つ の 基 本 目 標 

顔の見える新しい 

つながりを作ろう！ 

ボランティアの 

楽しさを広げよう！ 

子どもたちの笑顔あふれる

まちにしよう！ 

地域の支え合いや助け合いは、日
頃のちょっとしたおつきあいの積
み重ねです。子どもから大人まで楽
しく集える行事や、気軽に出かけら
れる居場所で、顔の見える関係をつ
くって、お互いに気にかけ合うつな
がりをつくります。 

あったらいいなと思う小さな活動
にも取り組んで、ボランティアの楽
しさ、助け合うことの心地よさを伝
えながら、一緒に活動する新しい仲
間を増やします。みんなができるこ
とを少しずつ出し合って「ちょこっ
とボラ」を広げます。 

「地域の宝」である子どもたちの
笑顔は、人も地域も元気にしてくれ
ます。 

地域の人々のやさしいまなざし
の中で、子どもが子どもらしくいら
れるまち、心もからだもすこやかに
育つまちを、みんなでつくります。 

 

取 り 組 み 

●文化祭  ●ラジオ体操 

●歩こう会（同好会、自由参加）   

●ほっこり朝市   ●けやきの会 

【あったらいいなと思う取り組み】 

★歩こう会（幅広い世代を対象にして） 

★大原盆踊り大会  

★住民参加型防災訓練  

★ワクワクキッズ  ★子ども講座  

●ゴミ拾いウォーキング 

●花ボランティア  ●秋まつり 

【あったらいいなと思う取り組み】 

重 生活支援のしくみづくり 

（ちょこっと応援隊） 

★男の台所  

★茶道サロン、コーヒーカフェ 

●おおばる食堂 ●スマホ教室 

●登下校の見守り活動 

●デイサービスなんじゃもんじゃ 

●市民センターでのサークル活動 

【あったらいいなと思う取り組み】 

重 気軽に集える居場所づくり 

★三世代ニュースポーツ大会 

★お話しの会（読み聞かせ） 

◆ 重点実施項目 ※重点実施項目として、特に力を 

入れて取り組む事業・活動です。 

生活支援のしくみづくり 

――― 抱える問題点 ――― 

現在は、約３人に 1 人が 65 歳以上の高齢者ですが、趣味を

楽しむ等元気な人が多く、交通や買い物の便もよいことから「今

のところ大丈夫」という声をよく聞きます。今後、車の運転が難

しくなる人や、重い物を運ぶのが大変という人や庭の草取りに

困る人が少しずつ増えることが予想されます。 

――― 解決のために取り組むこと ―― 

近所の方々が自然なかたちでお互いに見守り声をかけ合いな

がらも、ちょっとした困りごとを気軽に相談したり頼んだりする

ことができるよう、今元気な私たちみんなでそのしくみづくりを

進めます。 

世代を超えて支え合い 

 笑顔あふれる まちづくり 

基本理念 

 

大原校区では、地域共生社会の実現に向けて、子どもから 

高齢者まで、障害のあるなしに関わらず、誰もが住み慣れた 

ところで安心して生活できるまちにしたいと願い、２０２４年 

から２０２８年までの５ヵ年に行う基本目標と取り組みを 

定めました 

 
気軽に集える居場所づくり 

～子どもから大人まで～ 

――― 抱える問題点 ――― 

緑が多く居心地のよい公園もあり、外に出て体を動かすのに

はとてもいい地域です。 

子どもたちを優しいまなざしで見守る人や、もっとボランティ

アの楽しさを広げたいという人もいます。 

一方で、話し相手が欲しいという人や、コミュニケーションが苦

手な人、食事の用意などちょっとした家事が苦手な人もいます。 

――― 解決のために取り組むこと ―― 

今ある魅力ある取り組みをもっと多くの人に知ってもらう工

夫や、応援してくれる人や団体を増やす取り組みを進めます。 

また、得意なことをお互いに教えたり教わったりする身近な居

場所づくり活動を進め、子どもから大人までみんながいきいき

と輝く地域を目指します。 


